





































態がもつ力を讚えていた．その 25 年後にアンドレ･ブルトン (André



































み込む不定形の物質，すなわち「腐った太陽」(« Soleil pourri », 1930)
にほかならない．バタイユは『ドキュマン』1930 年第 3 号「ピカソ称揚」
(« Hommage à Picasso ») 特集号における非常に短いテクストにおいてパ
















画」(« Les peintures politiques de Picasso », 1945) 8) のみである．しか
しバタイユが『ドキュマン』において現代絵画の問題を扱うとき，念頭に
置いていたのはおそらくまずピカソであった．『ドキュマン』1929 年 12









ル･ダリ (Salvador Dali, 1904-1989) に捧げられたものであり，『痛まし
き遊戯』は同年に制作されたダリのタブローのタイトルである 10)．そして
このテクストはシュルレアリスムとの悶着のひとつの痕跡となっている．
『ドキュマン』とダリとのかかわりは 1929 年 9 月発行の第 4 号にまで遡
る．この号でバタイユは「時評欄 (« Chronique »)」における「辞書 («
Dictionnaire »)」のコーナーに「眼」(« Œil », 1929) を寄稿しており，
そこでルイス･ブニュエル (Luis Buñuel, 1900-1983) とダリによる映画
『アンダルシアの犬』(Un chien andalou, 1929) に言及しており，ダリの
34
図 2サルヴァドール・ダリ　　　　　『痛ましき遊戯』
3 枚のタブロー『血は蜜よりも甘し』(Le sang est plus doux que le miel,
1927)『水浴する女達』(Baigneuses, 1928)『裸婦』(Nu féminin, 1928) 11)
の複製を掲載している．この映画は 6 月 6 日にステュディオ･ユルシュリ
ーヌにおいて初上映されており，『ドキュマン』以前にもすでに『カイエ･
ダール』(Cahiers d’art, 1926-1960)『ビフュール』(Bifur, 1929-1931) 12)
『ヴァリエテ』(Variétés,1928-1930) において言及されている．そして同
年 10 月 1 日からステュディオ 28 において公開される13)．この映画のシ
ナリオが同年 11 月 15 日発行の『ラ･ルヴュ･デュ･シネマ』(La Revue
du cinéma, 1928-1949) に載ることになるが，ブルトンのたっての願い
を受けてブニュエルはそれを撤回し，結局シナリオは 12 月 15 日発行の
『シュルレアリスム革命』第 12 号に掲載されることになる14)．この号はバ
タイユたちを批判するブルトン著「シュルレアリスム第二宣言」(Second
manifeste du surréalisme, 1929) が掲載された号であるが，ダリの 2 枚
のタブロー『欲望の適応』(Les accommodations des désirs, 1929) 15) と
『照らし出された快楽』(Les plaisirs illuminés, 1929) 16) が 4 ヶ所に掲載さ
れている．ダリは『アンダルシアの犬』の撮影のため 1929 年 3 月から
6 月までパリに滞在し，シュルレアリストと接触している 17)．ダリは一時
は『ドキュマン』グループとも接近していたが結局はシュルレアリスムに


































































moderne et le jeu des transpositions », 1930) 27) において更に展開するよ
うに，バタイユはここで象徴による置換を，〈無意識的な検閲〉を批判し
ている．フロイト (Sigmund Freud, 1856-1939) が『夢判断』












題であり，それは晩年のジェラール･ルグラン (Gérard Legrand, 1927-)
との共著『魔術的芸術』(L’Art magique, 1957) においてもみられる．ギ
ュスターヴ･モロー (Gustave Moreau, 1826-1898) の〈神話的象徴主義
サンボ リ ス ム
〉，
ゴーガン (Paul Gauguin, 1848-1903) の〈総合的象徴主義〉，ルドン
(Odilon Redon, 1840-1916) の〈夢幻的象徴主義〉29) …そしてデ･キリコ




















































マックス･エルンスト (Max Ernst, 1891-1976) のコラージュ･ロマン
第 1 作『百頭女』(La femme 100 têtes, 1929) は，バタイユの「痛ましき












































第 3 号「時評欄」の「批評的辞書」(« Dictionnaire critique »)のコーナ




















そしてバタイユは『ドキュマン』1930 年第 1 号の「低次唯物論とグノ

















































































































闇の形象化，それをわれわれはたとえばゴヤ (Francisco de Goya y
Lucientes, 1746-1828) が「黒い絵」において浮き彫りにした闇の形象に
44
見ることができる．あるいはヴァン・ゴッホ (Vincent Willem Van
Gogh, 1853-1890) は，まさに物質という暗闇を光り輝かせた．たとえ
ば彼が油絵具というマチエールによって描き出した『星降る夜』(La Nuit
étoilée, 1889) 49) は，まさに燃えるような暗闇，光り輝く夜の形象にほか
45
物質の蠱惑，絵画の恍惚
図 5 アンドレ・マッソン『絶望論 (II)』
図 6 アンドレ・マッソン，エクスにて，1963 年
ならない．そしてバタイユと深い友情で結ばれた画家アンドレ・マッソン



































7 号の「プリミティヴ･アート」(« L’art primitif », 1930) 54) において，そ
れと反響しあうような形象表現に言及している．それは「手の跡」である．
バタイユはこのテクストで G･H･リュケ (Georges Henri Luquet,
1876-) の『プリミティヴ･アート』(L’Art Primitif, 1930) や『化石人類












































・ ・ ・ ・ ・ ・
そして形を歪める技法は人間の形態の
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
表象にのみ適用されたようである



























こで意識しているのはおそらくホアン･ミロ (Joan Miró, 1893-1983) な
のだ．なぜなら子供達の絵を図版にしたこの「プリミティヴ･アート」の
次の頁はミロの絵の図版とバタイユ執筆「ホアン･ミロ：最近の絵画」































造形表現を続けるが，ロザリンド･クラウス (Rosalind Krauss) が指摘し
たように，この 1930 年はミロ研究にとっても暗点となるだろう 64)．
〈いくつかの不定形の色斑〉，絵具を塗った手の跡のような．そして手の
跡は『ドキュマン』においてもう一度現れる．最終号である 1930 年第 8
号の「供犠的毀損あるいはヴァンサン･ヴァン・ゴッホの切られた耳」(« La
mutilation sacrificielle et l’oreille coupée de Vincent Van Gogh », 1930)
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